
別紙様式３（高） 

令和３年度県立笠間高等学校学校関係者評価表 
評価項目 評価 評価者からの意見等 

１ 本年度重点目標の達成状況についての自己

評価は妥当か 

Ａ 妥当である 

Ｂ  おおむね妥当である 

Ｃ  あまり妥当でない 

Ｄ  妥当でない 

・基礎学力の定着と向上や問題行動への対処、生徒たちの主体的な学

びについては一定のレベルに達している。 

・今後努力いただきたいのは笠間高校の特色を外部により広く広報する

事であろう。 

２ 学校の具体的目標及び具体的方策の達成状

況についての自己評価は妥当か 

Ａ 妥当である 

Ｂ  おおむね妥当である 

Ｃ  あまり妥当でない 

Ｄ  妥当でない 

・５教科等の科目レベルについては一定のレベルに達していることがわ

かり評価できるが、言語活動の充実等に力を入れて欲しい。 

・ＩＣＴの活用等が進められるのは重要だが、基本は生徒のコミュニケー

ション能力の向上であることは変わらない。 

３ 学校は次年度への主な課題を把握している

か 

Ａ 十分把握している 

Ｂ  おおむね把握している 

Ｃ  あまり把握していない 

Ｄ  把握していない 

・学習指導も生徒指導も各教員及び管理職が次年度の課題を十分に把

握しており評価できる。ただ、いくつかの点で課題がある。 

・図書館機能の充実をしてほしい。ICTの活用も視野に入れた図書館も

考えて欲しい。 

４ 学校の改善方策への対応は適切か Ａ  適切である 

Ｂ  おおむね適切である 

Ｃ  あまり適切でない 

Ｄ  適切でない 

・細かい評価項目を立ててより具体的に改善方策に対応しており評価し

たい。 

・課題項目の達成度をさらに具体化して評価の内容を明確にして、可視

化できるようにしていただきたい。 

５ その他（各学校の状況に応じて設定） 

これからの笠間高校はどのような方向に進ん

でいくのが望ましいか，ご記入下さい。 

 ・特色ある芸術系の充実は言うまでもないが、貴校に期待するのはアン

ケートを見てもベーシックな基礎学力の育成と進学・就職への適切な指

導、そして一般常識やマナーが身につけられる指導であろう。 

・昨今の笠間高校の活躍を見ていますと国公立大学の合格者も素晴ら

しいものにあります。 

先生方の取り組みが実を結んでいるのだと思います。 

 


